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1 4

男 女 倉 大 橋 橋 梁 一 般 図 図　 示

1 4
1

上
　
部
　
構
　
造

幅　 　員

橋の 等級

支　 　間

設  計  条  件

7 . 5 m ( 有効 幅員 )

1等 橋

2 9 . 0 m + 4 7 . 0 m + 2 9 . 0 m

橋種 形式 3径 間連 続 曲線 鋼板 桁

設計 荷重
主荷 重  T L - 2 0 　雪 荷 重  1 0 0 k g / m 2

支　 　承 支承 板 支承

架設 方法 トラ ッ クク レー ン工 法

添加 物 荷重  1 0 0 k g / m ( 主桁 1本 当り )

基　 　礎

形　 　式

死 荷重

直接 基 礎

橋台 ： 盛こ ぼし 式　 橋 脚： 張出 式円 柱

橋台 ： 8 2 t 　 橋脚 ： 4 1 2 t

活 荷重 橋台 ： 8 0 t 　 橋脚 ： 1 6 9 t

δ c k = 2 1 0 k g / c m 2

震 　度 水平 ： 0 . 2 　 鉛直 ： 0 . 0

δ c k = 2 1 0 k g / c m 2

S D 3 0 ( 1 8 0 0 k g / c m 2 )

S D 3 0 ( 1 8 0 0 k g / c m 2 )

設 　計

荷 　重

陸 　上

水 　中
コ ン ク リ ー ト

鉄 　筋
陸 　上

水 　中

支持 地盤 玉石 混 り砂 礫 ( N≧ 5 0 )

下
　
部
　
構
　
造

A 1 P 1

P 2

A 2

男 女倉 大 橋 橋 梁 一 般 図

15 0
3 5 0

側  面  図

平  面  図 S = 1 : 3 0 0

断  面  図 S = 1 : 1 0 0

3 5 0 1 5 0
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8
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5 0 0 支 間 　 2 9 , 0 0 0 支 間 　 4 7 , 0 0 0 支 間 　 2 9 , 0 0 0 5 0 0

橋 長 　 1 0 6 , 0 0 0

支 間 　 2 9 , 0 0
0

支 間 　 4 7 , 0 0 0

支間 　 2 9 , 0 0 0

橋 長 　 1 0 6 , 0 0 0

林
　

道

男
女

倉
沢

川

男
女

倉
林

道

A 2

P 2P 1

A 1

S = 1 : 3 0 0

G 1

G 2

G 3

鉄 筋 コ ン ク リー ト 床 版 厚 2 1 0 m m

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 厚 5 0 m m

i = 6 . 0 ％

6 0 0 7 , 5 0 0 6 0 0

1 , 0 5 0 3 , 3 0 0 3 , 3 0 0 1 , 0 5 0

8 , 7 0 0

2
5
0

実 施 図

施 工 延 長　 L = 1 1 6 , 0 0 0

小 林 鈴木 佐藤
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2

床 　 版

導 水 装 置 参考図
   車   道

S = 1 : 3

成形 目地 材

接着 剤

導 水 パイ プ  (φ 1 8 )

防 水層 （ 塗膜 系）

地 　 覆

　 端 部処 理材 　　 　 　

（ シ ルバ ーメ ッシ ュ 等）

ア スフ ァ ルト 舗装 　 t = 5 c m

( 薄層 舗 装 2 . 5 c m + 2 . 5 c m ）

床 　 版

ア ス フ ァ ル ト舗装
   部 分 詳 細図

C L

S = 1 : 3

成形 目地 材

防水 層 （塗 膜系 ）

二次 施工 一次 施工

( 1 5 0 ）

床版水抜き 　取付図 S = 1 ： 5 0

床 版 水 抜 き 管

G 3

フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ 　 φ 2 0
 ( L = 2 . 6 m )

床 版 水 抜 き 管

フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ 　 φ 2 0
 ( L = 2 . 6 m )

止 め 金 具 止 め 金 具

舗 装 面

A 1 橋 台 部

G 3

中   間   部

床 版水 抜き 補 助管

□ 6 0 × 6 0 ( S U S 3 0 4 ）

床版 水抜 き 管 - 1

舗装 面

フレ キ シブ ルチ ュー ブ

　φ 2 0　  ( L = 1 . 0 m )

( 3 0 0 )

伸縮 装 置

4 5 01 5 0

床 版水 抜 き補 助管

□ 6 0 × 6 0 ( S U S 3 0 4 ）

舗 装面

( 3 0 0 )

伸縮 装置

床版 水抜 き管

1

2

1 　 - 　 1 2 　 - 　 2

床版水抜き 　平面図 S = 1 ： 2 0

支 持金 具

図　 示橋面 補 修工

男 女 倉 大 橋　 橋 面 補 修 工 S = 1 : 1 0 0

I =  7 .
0 0 % ( C

L 上 ）

L =  1 0
6 . 0 0 m

A 2

P 2P 1

A 1
( 既設 排 水桝 - 2 )

　 桝蓋 取 換え

9 . 4

9 . 4 9 . 1

9 . 1

0 . 3

9 . 1

床 版水 抜 き管 - 1

床 版水 抜き 管 - 2

床 版水 抜 き管 - 3

床 版水 抜き 管 - 4

床 版水 抜 き管 - 8

床 版水 抜き 管 - 9

( 3 0 0 )

伸縮装置

( 3 0 0
)

伸縮装置

水 抜き 孔 　削 孔

φ 3 0 半円 程 度

水 抜き 孔　 削 孔

φ 3 0 半円 程度

水 抜 き孔 　削 孔

φ 3 0 半 円程 度

床 版 水抜 き管 - 5 床 版水 抜き 管 - 6
床 版水 抜き 管 - 7

9 . 2
9 . 2 9 . 2

9 . 2
9 . 2

( 0 . 4
)

床版 水 抜き 補助 管

9 . 4

導水 パイ プ  ( φ 1 8 )
G 1

G 2

G 3

( 既 設排 水桝 - 1 )

( 既 設 排水 桝 - 3 )

7
.
5 0 . 3 0

舗 装 撤 去 ・ 復 旧 工 、 舗 装 切 断 工 　 L = 1 0 5 . 1 0 m

0 . 3 0

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 　 t = 5 c m 、 　 橋 面 防 水 ( 塗膜 系 ） 　 A = 7 7 8 . 3 m 2

土 工部 舗 装

L = 5 . 0 m 　 t = 5 c m

土工 部舗 装

L = 5 . 0 m 　 t = 5 c m

0 . 6

5 . 0 0

橋 長 　 L = 1 0 6 . 0 0 m

5 . 0 0

上　田 岡　谷

既 設 桝

排水 溝 （ 3 6× 1 0 m m ）

L = 1 0 . 0 m  　 n = 1 0 本

注 　記 　 1． タイ プ標 － 2、 対応 床 版厚 2 1 0 ～ 2 9 0 m m

　 床 版 水 抜 き 管 　 参 考 構 造 図

アス ファ ル ト
　　 　舗 　 装

φ 4 2 . 7 × 1 0 0

φ 4 2 . 7 ×  7 0

備　 　　 　 　考

鋼 管（ 亜鉛 メ ッキ 仕上 げ）φ 3 4 . 0 ×  3 5

鋼 管（ 亜鉛 メ ッキ 仕上 げ）

鋼 管（ 亜鉛 メ ッキ 仕上 げ）

普 通鉄 板

キ ャッ プ付 （φ 6 0× 2 . 3 t ）

寸 　　 　 法

4

本 体構 成部 品

〃

目 詰り 防止 フィ ル タ－

ゴ ムパ ッキ ン

吊 　り 　金 　具

部 　 材　 名

1

2

φ 3 4 . 0 × 1 4 03 鋼 管（ 亜鉛 メ ッキ 仕上 げ）

ス プリ ング フ ィル タ－ （ S U S 3 0 4 ）

（ 既 設 用 　 参 考 数 量 表 ）

4 0 . 0 ×  8 0 樹 脂性5

φ 6 0

床
版

厚
(
2
1
0
～

2
9
0
)

(
2
0
～

1
0
0
)

1
8

3
5

3

5
0

ナ ッ ト

φ 2 0 m m 　 S U S 3 0 4
フレ キシ ブ ルチ ュー ブ

ス テン レス （ S U S 3 0 4 ）φ 2 0フレ キ シブ ルチ ュー ブ

　 2． 主材 は 、 S T K M - 1 3 A - S H 。 表面 処 理は 、 H D Z - 3 5 を施 して 有り ま す。

　 3． 排水 処 理導 水の 場合 は 、フ レキ シ ブル チュ ーブ を 取付 けま す。

（ ス プリ ング フ ィル タ－ ）

目 詰り 防止 材

吊 り金 具

接 着用 樹脂 注入

ゴ ムパ ッキ ン4

5

2

1

φ 1 0 0 コア 抜き

φ 5 0 コア 抜 き

〃

〃

〃

　 4． コア 削 孔時 には 、床 版 鉄筋 に注 意 。

( 既 設 橋 取 付 け タ イ プ )

接着 用 樹脂 注入 0 . 4 k g / 箇 所 エ ポキ シ樹 脂

床版水 抜 き 補 助 管 　 参 考構 造 図

S = 1 ： 1 0

A 1 橋 台 部

床版 水 抜き 補助 管

□ 6 0× 6 0 ( S U S 3 0 4 ）

地 覆 打替 え範 囲

接着 用 樹脂注入

1 . 4 k g / 箇所

シー ル 材

φ 1 0 0 コア 抜き

□ 6 0

(
0
.
2
2
)

2
5
0

2 9 0

S = 1 ： 1 0桝 蓋 取 換 え 工

既設 排水 桝 - 1

床版 水抜 き補 助 管

□ 6 0× 6 0 ( S U S 3 0 4 ）

床 版水 抜き 管 - 1

高 欄 支柱

A 1 橋 台

G 3 桁

伸縮 装 置

導 水 パイ プ導水 パ イプ

実 施 図

小 林 鈴 木 佐藤
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1 4
3

男 女 倉大 橋 　 排 水 工 補 修 図

S = 1 / 5 0

P 1 P 2

7
6
0

5 0 0

3 0 0

3
5
0

5 0 0

3 0 0

1 1 5 9

7 8 0 7 7 9

2 1 5 9

6
0
03
0
0

4
0
0
0

3
6
4
2

9
5
4

9
5
9
5

2
0
0

7
6
0 3
5
0

1
5
4
7

R 2

T S 1

T S 1 T S 1 T S 1

T S 1

2 0
0

4
0
0

1
5
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

6
4
2

T S 1

T S 1

T S 1

T S 1

T S 1

2 0
0

T S 1

6
0
03
0
0

4
0
0
0

4
0
0
0

9
5
4

1
5
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

T S 1

T S 1

1
5
0
0

T S 1

1
0
4
7

2
0
0

4
0
0

R 3

R 3

位   置   図

A 1 A 2P 1 P 2

D r 1 D r 2 D r 3

7
0
0

4
2
0

1
4
0
0

3 8 5

上 部 工 詳 細 図

D r 2 , D r 3

S = 1 / 2 0 下 部 工 詳 細 図

T S 1
T S 1 T S 1

T S 1

T S 1

T S 1

R 2

1 . 特 記な き 材質 はす べ て S U S 3 0 4 と す る。

2 .排 水管 は 、 N E T I S  N O . C B - 9 8 0 0 1 3  に準 ずる 。

注 ）

K 1

C 1
C 1

5 0 0

3 0 0

5 0 0

3 0 0

1 1 5 9

7 8 0 7 7 9

2 1 5 9

C 1
C 1

C 1

C 1

C 1

C 1

C 1

C 1R 4

R 4

T 3 T 3

T 4

T 4

T 6

T 4

T 5

T 2

2
1
7
0

7
0
0

1
4
0
0

3 8 5

(
3
3
0
)

( 5 0 0 )

(
1
8
0
0
)

伸 縮 管

鋼 製 ブ ラ ケ ッ ト

舗装面

(200)

1
6
5
0

4 . 現 地工 事 に際 して は 再度 寸法 計測 の 上、

排 水管 形 状を 検討 し施 工 を行 うこ と。

T 1

R 1

a - a

C 1

1
1
5
0
0

A 1

3 . S S 4 0 0 材 につ いて は 溶融 亜鉛 メッ キ H D Z 5 5
  ( ボル ト 、ナ ット 類は H D Z 3 5 ) 仕 様 とす る。

T S 1

T S 1

K 1

T S 1

床 版水 抜き 補 助管

□ 6 0 × 6 0 ( S U S 3 0 4 ）

支 持金 具

T 1

2
0
0

3
0
0

a - a 詳細図

挿 入 口 詳 細 図

現 地 で孔 開け
周 り シー ル材

φ 2 5孔

□ 6 5 孔

フレ キシ ブ ルチ ュー ブ・ 床 板排 水補 助 管

L

8
4

6

1 . 5

止 水処 理

t = 0 . 5

外径 2 0 2

内径 2 0 0

8
0

外 径 1 9 8

曲 管詳細図

R 1
製 作数 = 1

T 1 , T 2 , T 3 , T 4 , T 5 , T 6

8 05 0 0

9 5 °

φ
2
0
2

5 0 0

6
0
0

8
0

9 5 °

φ 2 0 2

2  -  P L  5 0 x 2 x 4 1 7

2  -  アン カ ーボ ルト 　 M 1 2 × 1 0 0

2 0 0

2  -  E P D M 　 5 0 × 3 × 3 0 0

2  -  P L  5 0 x 2 x  2 9 0  ( ハ ゛ ーリ ンク ゛ 加工 ）

2  -  B . N 　 M 1 2 × 3 5

2
φ 2 0 8

2 0 05 0

2 52 5

2
5

2
1
2

3
1
2

2
5

M 1 2 × 1 0 0

5
0

F B  5 0 × 2

2
5

2
55
0

( ハ ゛ー リン ク゛ 加 工 )

アン カー ボル ト

内側 E P D M 貼付 （ t = 3 ）

F B  5 0 × 2

3
1
2

2
1
2

2
5

2
5

2
5

2
5

( 2 - W 付 )

2

2 - φ 1 4 孔2 52 5

5 0

B N  M 1 2 × 3 5

5
0

5
0

2 0
0

1
3
5
° 4

0
0

2
5

2
5

B N  M 8 × 5 0

L  2 5 × 2 5 × 3

( 2 - W 付 )

φ
2
0
2

2 0 0

P L  2 0 0 × 1

1

1

φ
2 0 2

2  -  L  2 5 x 2 5 x 3 x 2 0 0

2  -  B N  M 8 x 5 0 （ 2 - W 付 ）

1  -  P L  2 0 0 x 1 x 7 1 0

つ な ぎ バ ン ド 詳 細 図
C 1  製 作数 = 1 1

K 1

2 - E P D M  8 0 x 3 x 3 0 0

6 - B N  M 1 2 x 4 5 ( S S 4 0 0 )

3 0 4 0

6

φ
2 0 8

製作 数 = 3

4 0

1 1 0

3 5 0

8
0

6 0

3 0 3 0

1 1 0

4
0

2
0

2 - F B  8 0 x 6 x 4 6 6 ( S S 4 0 0 )

1 - F B  8 0 x 6 x 2 4 5 ( S S 4 0 0 )

 2 - 1 4 φ孔 　

3 0

7 0

3 8 5

1 03 0

1 8 0

6

3 0

2 4 5

内 側 E P D M 貼付 （ t = 3 ）

既 設 部材

　 再 利用

3 53 02 0

直 管 詳細図

T S 1
製 作数 = 2 3

取 付 金 具 詳 細 図

t = 1 . 2 m m

2
0
2

S = 1 / 1 0

S = 1 / 1 0

L

T 1

2 2 7 0

1 1 5 9

4 0 0 0

T 2

T 3

3 6 4 2

T 4

製作 数

2

2

3

1T 5

1 7 5 0 1

※ 　 T 1 , T 2 差 込み 口 8 0 m m なし

7
6
0

φ 2 0 2φ 2 0 2

5 4 1

1 5 4 7 1T 6

※

※

t = 1 . 2 m m

5 0 0

1
8
0
0

2
0
0

M 6 用 ボル ト 穴

2
01
.
2

7 4 0

1
3

5 5

4 - B N  M 6 x 5 0 （ S U S 3 0 4  2 - W 付）

1 - 本 体 ( E P D M )

4 - F B  1 3 x 0 . 5 x 7 4 0 （ 伸縮 管用 ハ ゛ン ト゛ ）

2 0 7

2 6 7

6 7 5

伸縮 継 手用 バン ド

3
5
0

2
4
0

1 3

1 9 1

2 2 1

内筒 管

伸 縮 管 接 合 部 詳 細 図

製 作数 =  3

S U S 3 0 4 φ 2 0 2

1
0
0

1
0
0

1
5
0

伸 縮 管 詳 細 図

S= 1 / 5

B N  M 6 × 5 0 ( S U S 3 0 4 )

S = 1 / 1 0S = 1 / 2 0

t = 1 . 2 m m

R 2
製作 数 = 2

t = 1 . 2 m m

R 3
製作 数 = 2

R 4
製作 数 = 2

φ
2 0

0

S = 1 / 2 0

2
0

流 心延 長  L = 4 . 4 m

流心 延長  L = 1 4 . 1 m

流 心延 長  L = 1 6 . 0 m

1 5 0

6
6
0

□ 4 x 6 0 x 6 0 ( S U S 3 0 4 ）

2
1
5

8 7
°

7 4 5

2 7
2

5 0 6

6
0

7 0

1 3 5
°

床版水抜 き補助管詳細 図 S = 1 ： 1 0

A

A

A - A 断面

1
0
0

1
3
8

□ 7 0 x 7 0 溶接

6
0

7 0

1
0
0

9 2 °

B B

排水 管 挿入 後シ ール 材

S U S 3 0 4 排 水管

1
3
8

□ 7 0 x 7 0 溶 接

□ 4 x 6 0 x 6 0 ( S U S 3 0 4 ）

B - B 断 面

□ 4 x 6 0 x 6 0 ( S U S 3 0 4 ）

床版水 抜 き 補 助 管 支 持 金 具

φ1 4 x 3 0 長 孔

3 0

5
0

2
5

1 9 2

S U S 3 0 4  t = 6 m m

S = 1 ： 5

( 全ネ ジボルト 　 M 1 0 )

M 1 0  ア ンカ ー ボル ト

(
4
0
)

L = 5 0 0

排水 工 補修 図 図　 示

新和田トンネル有料道路

小 林 鈴 木 佐藤

実 施 図



長 野 県 道 路 公 社

小県 郡長 和 町和 田（ 男女 倉 大橋 ）

宮島 　康 彰
設 計 会社

測 量 会社

調 査 会社

管 理技 術 者

照 査技 術者

主 任技 術者

主 任技 術者

照
査

設
計

所
長

課
長

縮
尺

番
号

橋梁修繕     工事

株 式 会 社
長 　 　 姫

平成  2 3  年 度

森脇 　修 郎

1 4
4

地  覆  補  修  断  面  図

樹脂 系発 泡体

　　 t = 2 0 m m

@ 1 7 0 0 ( @ 1 7 5 0 )@ 1 7 0 0 ( @ 1 7 5 0 )

1
0
0

6
0
0

1 0 0
地覆 打替 え 工 ( 繊維 混入 早 強コ ンク リ ート ）

   σ c k = 2 1 N / m m 2   A = 0 . 1 2 1 m 2

2
6
0

3
4
0

膨 張 目 地 詳 細 図

A

A　 - 　 A

C 　 - 　 C

S = 1 : 2 0

6
0
0

2 0 2 0

2
5
0

5
0

2
0

2
0

5 0 5 0

5
1
0

3
0
0

シ ール材

既 設鉄 筋切 断 シ ー ル材

樹脂 系発 泡体

シ ー ル材

6 0 0

増し 鉄筋 　 D 1 3

1
0
0

5
1
0

1 0 0

既設 鉄筋 切断

6
0
0

注 ） * 地 覆 の 既 設 鉄 筋 は 、 基 本 的 に 撤去 し な い 。

* 地 覆 の 既 設 鉄 筋 に は 防 錆 処 理 を施 す 。

* 鉄 筋 の 断 面 減 少 、 破 断 等 が 確 認さ れ た 場 合 に は 、
 鉄 筋 取 換 え 、 添 え 筋 を 施 す も のと す る 。

面
取
り
加
工

6 0 0

4 0 8 0 4 0

6 0 0

4 0 8 0 4 0

主 鉄筋

( K B 目 地 , S タイ プ )

( K B 釘 ,＠ 1 5 0 )

配力 鉄 筋 主 鉄 筋

誘 導 鉄板

S = 1 : 5S タ イプ 4 0 型

@
1
5
0
以

内

8 0

( K B ホ ルダ ー )

8 0
誘 導 鉄板  t = 1 . 0 * 8 0

6 0 0

2
5
0

5
0

3
0
0

2
1
0

5
1
0

4
6
0

3 0 0 3 0 0

3
0
0

5
0

配 力鉄 筋

2
2
0

( K B 目地 - S タ イプ )

( K B 目地 , S タイ プ ）

誘導 鉄 板

( K B ホル ダ ー )

( K B 釘 , ＠ 1 5 0 )

施工 用鉄 筋

S = 1 : 2 0 収 縮 目 地 (誘 発 目 地 ） 参 考 図 S = 1 : 2 0

C

C

2 0

5
0

2
5
0

8 5 0 ( 2 0 0 )

5 . シ ー ト貼 付材 上塗 ( D - 2 5 )

4 . ネ ッ ト　 ( 2 軸ビ ニ ロン メッ シュ シ ート 　 V - 2 2 0 )

3 . プ ラ イマ ー材 ( P - 1 5 ) + 不陸 調整 兼 シー ト貼 付 材下 塗 ( D - 2 5 )

2 . 含 浸 材塗 布

1 .下 地 処理

地 覆、張出床版 下面保護工法参 考図

60 0

5
1
0

鉄 筋腐 食抑 制 タイ プ含 浸 材塗 布

L = 1 . 9 4 m 　 ( 1 . 0 9 + 0 . 8 5 ）

高 浸透 タ イプ 含浸 材塗 布

L = 1 . 4 1 m

剥 落防 止 シー ト　 L = 1 . 3 6 m

剥 落 防 止 シ ー ト 　 L L = 1 0 7 . 8 m ( 左 側 ） 、 L R = 1 0 3 . 6 m ( 右 側 ）

( 8 5 0 )

6 . 保 護 塗装 材　 中塗 + 上塗 (ポ リウ レ タン 樹脂 塗 料 )

3
0
0

S = 1 : 2 0

地 覆打 替 え工

A = 0 . 1 0 0 m 2

6 0 0

鉄筋 腐食 抑 制タ イプ 含 浸材 塗布

　　 　 L = 1 . 0 0 m

橋 台ウ ィング部 S = 1 : 2 0

1 0 0

1
0
0

3
0
0

L = ( 4 . 2 * 2 ) + ( 5 . 4 * 2 ) = 1 9 . 2 m

1 7 0 0 ( 1 7 5 0 )

A

1 0 0

5
1
0

6 0 0

5
0

2
5
0

目 地位 置

B

B

B 　 - 　 B

地覆 打替 え 工 ( 繊維 混入 早 強コ ンク リ ート ）

   σ c k = 2 1 N / m m 2   A = 0 . 2 0 1 m 2

1 5 0 1 5 0

3 0 0

6 0 0

2 02 0 5 6 0

2
8
0

2
0

地 覆 補 修図 図　 示

男 女 倉大橋 　 地 覆 補 修 図

A 2

P 2P 1

A 1

地 覆 　 C L 上 　 1 0 7 . 8 4

0 . 3 80 . 3 8

地 覆 　 C L 上 　 1 0 3 . 5 6
1 5  @  1 . 7 5  =  2 6 . 2 6

0 . 3 9
= 5 . 1 0

3 @ 1 . 7 0

4 2  @  1 . 7 0  =  7 1 . 4 2

0 . 3 9

地覆目地間隔

高欄支柱間隔

高欄支柱間隔

地覆目地間隔

収

膨膨

1 0 7 . 0 8

収

3 . 4 0 3 . 4 0

8 ＠ 5 . 1 = 4 0 . 8 0

収
膨 収 膨 膨 収 膨

収

5 ＠ 5 . 1 = 2
5 . 5 0

4 . 6 2
4 . 6 2

5 ＠ 5 . 1 = 2 5 . 5 0

収

収

収

膨

膨

収

収

収

膨

膨

3 . 4 0
7 ＠ 5 . 1 = 3 5 . 7 1

3 . 4 5
3 . 4 5

4 @ 5 . 2 5 = 2 1 . 0 0

2 . 9 5

5 . 1 5

膨収
収収

収
収

収

収

収

収

収

膨

膨

膨
膨膨

膨
膨

膨

膨

3 . 4 0

4 ＠ 5 . 1 = 2
0 . 4 0

4 . 6 5

A B

4 7 0 以 上

5 0 0 05 1 9 3

 長 さ

( 平 均）

9 6 1 9

R 1

R 2

R 3

R 4
R 5 R 6 R 7

R 8

R 9

R 1 0

R 1 1

L 1

5 0 0 05 2 0 01 0 0 7 8L 2 、 L 3 、 L 6 、 L 7 、 L 9 、 L 1 0

5 0 0 03 9 0 08 3 7 8L 4 、 L 8

5 0 0 05 1 0 09 6 1 9L 1 1

コ ンク リ ート ：σ c k = 2 1 N / m m 2

鉄筋 ： S D 3 4 5

R = 2 0 4 . 0 5 m

地覆 半 径

 ( 平均 ）

"

"

"

5 0 0 05 2 0 09 6 3 6R 1

5 0 0 05 2 0 01 0 0 8 2R 2 、 R 5 、 R 6 、 R 7

5 0 0 03 9 0 08 3 8 2R 3 、 R 4

5 0 0 02 3 0 06 7 8 1R 8

5 0 0 05 9 0 01 0 3 8 2R 9 、 R 1 0

R 1 1 7 9 8 6 3 5 0 0 5 0 0 0

R = 1 9 5 . 9 5 m

"

"

"

"

"

L 1

L 2

L 3

L 4
L 5 L 6 L 7

L 8

L 9

L 1 1

L 1 0

地 覆位 置
単 位 質量

 ( k g / m ）

D 1 3 - 0 . 9 9 5

"

"

"

D 1 3 - 0 . 9 9 5

"

"

"

"

"

4 1

2 5 4

7 1

4 0

4 1

1 6 9

7 1

2 9

8 7

3 4

質    量

 ( k g ）

A

 ( m ）

B

 ( m ）

鉄 筋本 数

 (本 ）

4

2 4

8

4

4

1 6

8

4

8

4

合 　計 　 D 1 3 　 8 3 7 k g

鉄 　筋 　 表

4 . 2 5 . 4

5.ネット　(2軸ビニロンメッシュシート　V-220)

6.シート貼付材上塗　(FFダイン　D-25)

7.保護塗装材　中塗(ガードクリート#200中塗り　GC-200N)

4.プライマー材　(FFプライマー　P-15)

4.不陸調整兼シート貼付材下塗　(FFダイン　D-25)

標準仕様量

7.保護塗装材　上塗(ガードクリート#200上塗り　GC-200U)

0.15kg/m2

0.6kg/m2

1.1m2/m2

0.5kg/m2

0.26kg/m2

0.12kg/m2

※標準使用量は,下地状態、施工状況により変動します.

S = 1 : 2 0 0

新和田トンネル有料道路

小 林 鈴木 佐 藤

実 施 図



長 野 県 道 路 公 社

新 和 田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料 道 路

小県 郡長 和 町和 田（ 男女 倉 大橋 ）

宮島 　康 彰
設 計 会社

測 量 会社

調 査 会社

管 理技 術 者

照 査技 術者

主 任技 術者

主 任技 術者

照
査

設
計

所
長

課
長

縮
尺

番
号

橋梁修繕　　　　　工事

株 式 会 社
長 　 　 姫

平成  2 3 　年 度

森脇 　修 郎

1 4
5

補 修　 C A S E - 1

2 .鉄 筋腐 食 抑制 タイ プ 含浸 材塗 布 ( 粗 面）

4 .橋 面防 水 層 ( 塗膜 系）

5 .ア スフ ァ ルト 舗装 　 t = 5 0 m m

1 . ア スフ ァ ルト 舗装 撤 去 ( t = 5 0 m m ）

健　全　部

注 ） ２． 床 版 下 面 は 断 面 修 復 ・ 部 分 打 換え 後 に ひ び 割 れ 注 入 を 実 施 す る 。

3 .断 面修 復  平 均 t = 2 5 m m （繊 維混 入 無収 縮モ ルタ ル ) ( σ 3 = 2 5 N / m m 2 以 上）

補修　 C A S E - 2

床版上 面劣化部

2 . コン クリ ート 撤 去 ( t = 5 0 m m 程 度　 上側 鉄 筋下 側ま で除 去 ）

3 . 鉄筋 防錆 処理

4 . 鉄筋 腐食 抑制 タ イプ 含浸 材 塗布 (粗 面）

5 . 断面 修復  t = 5 c m （ 繊維 混入 無 収縮 モル タ ル ) (σ 3 = 2 5 N / m m 2 以上 ）

6 . 橋面 防水 層 ( 塗 膜系 ）

7 . アス ファ ルト 舗 装　 t = 5 0 m m

1 . アス ファ ルト 舗 装撤 去 ( t = 5 0 m m ）

(
5
0
)

含 浸材

補 修 　 C A S E - 3

床 版 全 厚 劣 化 部

2. 劣化 部コ ン クリ ート 撤 去 ( t = 2 1 0 m m ）

3 . 鉄筋 防錆 処 理

4 . 鉄筋 腐食 抑 制タ イプ 含 浸材 塗布 (粗 面 ）

5 . 床版 部分 打 換え (繊 維混 入 早強 コン ク リー ト）

6 . 橋面 防水 層 (塗 膜系 ）

7 . アス ファ ル ト舗 装　 t = 5 0 m m

1 . アス ファ ル ト舗 装撤 去 ( t = 5 0 m m ）

含浸 材
含 浸材

施工区分

G 1 G 2 G 3

C L

一 次 施 工 　 L = 3 . 9 0

3 . 1 0 . 5

3 . 6

G 1 G 2 G 3

C L

3 . 7 5ニ 次 施 工　 L = 3 . 7 5

3 . 2 50 . 5

2 . 6 * 1 . 2

P 1

A 1

2 - 1

6 - 1 7 - 1 8 - 1
9 - 1

1 0 - 1

1 1 - 1

3 - 1
4 - 1

5 - 1

1 1 - 2

1 0 - 2

9 - 2
8 - 27 - 26 - 25 - 24 - 2

3 - 2

2 - 2

1 - 1

1 - 2

A 2

P 2

1 2 - 1

1 4 - 1
1 5 - 1

1 6 - 1 1 7 - 1 1 8 - 1 1 9 - 1
2 0 - 1

2 1 - 1

2 2 - 1
1 3 - 1

2 2 - 2

2 1 - 2
2 0 - 2

1 9 - 2
1 8 - 21 7 - 21 6 - 2

1 5 - 21 4 - 2
1 3 - 2

1 2 - 2

床 版 打 継 部

4 . 5 * 2 . 4

0 . 5 * 0 . 5

0 . 5 * 1 . 5

0 . 5 * 7 . 5

2 . 0 * 1 . 0 2 . 0 * 1 . 0

1 . 0 * 0 . 5

2 . 0 * 1 . 0

4 . 0 * 2 . 01 . 0 * 0 . 5

2 . 0 * 2 . 6

0 . 5 * 3 . 4 5

0 . 5 * 1 . 0

0 . 5 * 1 . 0

0 . 5 * 0 . 5

0 . 5 * 0 . 5

0 . 5 * 1 . 0

1 . 0 * 1 . 51 . 0 * 1 . 0

1 . 0 * 1 . 2

0 . 5 * 1 . 5 0 . 5 * 1 . 5

断 面 修復 範囲

断 面 打換 え範 囲

床 版 上 面 断 面 修復面 積

7 . 7 5 1 ～ P 2 　 間

計

P 2 ～ A 2 　 間

3 5 . 9 0

1 7 . 3 5

P 1 ～  1 　 間

面 積 (  m 2  )

1 0 . 8 0

-

A 1 ～ P 1 　 間

L 1 ～ L 6

R 1 ～ R 6

L 7 ～ L 1 1

R 7 ～ R 1 1

L 1 2 ～ L 1 6

R 1 2 ～ R 1 6

L 1 7 ～ L 2 2

R 1 7 ～ R 2 2

箇   所

床 版 部 分 打 換え

 1～ P 2 　 間

計

P 2 ～ A 2 　 間

1 1 . 3 0

1 0 . 3 0

P 1 ～  1 　 間

面 積 (  m 2  )

-

A 1 ～ P 1 　 間

箇   所

1 . 0 0

-

1

1

1

1

G 1

G 2

G 3

G 1

G 2

G 3

床版 補修 図  ( 1 ) 図　 示

上 　 田

岡 　 谷

男女 倉 大 橋　 床 版 補 修 図  ( 1 )

床 　版 　 上 　 面

　 　 １． プ ラ ス チ ッ ク ひ び 割 れ は 超 速 硬 型 無 収縮 モ ル タ ル と S B R 系 乳 液 で 処 理 する 。

( 2 1 - 8 - 2 5 H ）

実 施 図

小 林 鈴木 佐 藤



長 野 県 道 路 公 社

小県 郡長 和 町和 田（ 男女 倉 大橋 ）

宮島 　康 彰
設 計 会社

測 量 会社

調 査 会社

管 理技 術 者

照 査技 術者

主 任技 術者

主 任技 術者

照
査

設
計

所
長

課
長

縮
尺

番
号

橋梁修繕       工事

株 式 会 社
長 　 　 姫

平成  2 3  年 度

森脇 　修 郎

1 4
6

P 1

A 1

2 - 1

6 - 1 7 - 1 8 - 1
9 - 1

1 0 - 1
1 1 - 1

3 - 1
4 - 1

5 - 1

1 1 - 2

1 0 - 2

9 - 2
8 - 27 - 26 - 25 - 24 - 2

3 - 2

2 - 2

1 0 0 * 1 0 0

1 0 0 * 5 0
1 5 0 * 5 0

2 0 0 * 1 3 0

2 0 0 * 1 0 0

2 0 0 * 1 2 0
4 0 0 * 6 0

4 0 0 * 5 0

3 5 0 * 1 0 0

2 0 0 * 6 5

4 5 0 * 6 0

2 5 0 * 7 0
3 0 * 1 0 0

1 1 0 0 * 1 0 0
3 5 0 * 2 0 0

1 0 0 * 1 0 0 1 5 0 * 1 0 0

2 4 0 * 2 0 0
4 0 0 * 6 0

2 0 0 * 5 0 2 5 0 * 6 02 0 0 * 7 0
4 0 0 * 1 2 0

2 0 0 * 1 5 0

1 0 0 * 7 0

2 5 0 * 1 3 0

7 0 * 5 0
2 0 0 * 1 0 0

1 0 0 * 7 0

1 4 0 * 1 4 0

9 0 0 * 7 0

3 0 0 * 7 5 1 0 0 0 * 9 0 9 0 0 * 1 2 5

3 0 0 * 6 5

5 0 0 * 7 0

5 0 0 * 7 0
1 5 0 * 3 0

4 5 0 * 4 5

1 5 0 * 7 0
3 0 0 * 6 0

8 0 0 * 4 5 3 2 0 * 7 5

5 0 * 6 5

2 0 0 * 6 5
1 0 0 * 5 0

8 0 * 5 0 0 6 0 0 * 5 0
2 0 0 * 5 0

4 0 0 * 2 5 0
1 0 0 * 1 0 0

ひび わ れ注 入箇 所

6 . 3 0 8

4 6 . 0 9 3

1 　～ 　 P 2 　間

1 3 . 8 1 1

1 6 . 7 4 8

1 0 . 2 7 2

5 . 2 6 2

計

G 1 , G 2 間床 版

G 2 , G 3 間床 版

5 9 . 1 5 5

2 3 . 6 9 8

1 1 . 2 1 6

4 8 . 0 6 6

P 2 　～ 　 A 2 　間

1 7 . 0 9 4

1 9 . 3 4 2

5 . 0 3 4

6 . 5 9 6

4 8 . 4 3 5

2 2 . 8 5 5

ひ び 割 れ 延 長

張 出床 版 R 1 ～ R 6

張 出床 版 L 1 ～ L 6

A 1 　 ～ 　 P 1 　 間

箇   所 延   長  ( m )

1 5 . 0 0 9

9 . 2 3 2

5 . 7 0 8

1 3 . 5 6 4

P 1 　～ 　 1　 間

2 5 0 * 1 0 0

1 - 1

1 - 2

A 2

P 2

1 2 - 1

1 4 - 1
1 5 - 1

1 6 - 1 1 7 - 1 1 8 - 1 1 9 - 1
2 0 - 1

2 1 - 1
2 2 - 11 3 - 1

2 2 - 2
2 1 - 2

2 0 - 2
1 9 - 21 8 - 21 7 - 21 6 - 2

1 5 - 2
1 4 - 2

1 3 - 2

1 2 - 2

1 0 0 * 1 0 0
7 0 * 2 0 0

8 0 * 1 3 0 6 0 * 5 5 0

1 5 0 * 1 8 0 0

3 0 * 7 0 0

1 2 0 * 7 0 0

7 0 * 2 8 0
6 0 * 1 2 0
5 0 * 1 2 0

3 0 0 * 1 0 0

( エ キポ シ樹脂 )
取付 パイ プ

イ ン ジェ クタ ー
注入 材

(エ キポ シ樹脂 )

シ ール 材

ひび 割れ

0 . 2 m m 以上

プラ イマ ー 塗付

断 面修 復材

( ポリ マー セ メン トモ ルタ ル ）

劣
化

コ
ン

ク
リ

ー
ト

除
去

プ ラ イマ ー塗 付

断面 修 復材

( 繊維 入り 無 収縮 モル タル ）

防 錆処 理

< 断面 修復工法参考 図 >

a

a 　 -　 a

< ひび 割 れ 注 入 参 考 図 >

防 錆 処理

a

L 1 ～ L 6

R 1 ～ R 6

L 7 ～ L 1 1

R 7 ～ R 1 1

床 版 打 継部

断面 打 換え 範囲

1 5 . 0 0 9  m

4 . 0 6 4  m

2 . 4 2 9  m
2 . 0 6 4  m

2 . 6 5 9  m 1 . 8 5 4  m

5 . 7 0 8  m

1 . 5 3 0  m
2 . 9 2 4  m

4 . 1 7 1  m 3 . 8 4 0  m

1 5 . 6 8 7  m
5 . 7 5 0  m

8 . 9 1 7  m

4 . 1 5 5  m

4 . 0 3 3  m

4 . 3 0 7  m 1 . 3 9 0  m

7 . 1 5 6  m
3 . 8 9 5  m

3 . 7 6 4  m

6 . 2 0 2  m

0 . 4 2 8  m
8 . 9 4 8  m

2 . 7 0 2  m

0 . 3 2 2  m
5 . 7 8 3  m

2 . 7 3 2  m

5 . 5 5 5  m

9 . 3 5 2  m

4 . 4 5 9  m

5 . 2 6 2  m 6 . 5 9 6  m

1 0 . 2 7 2  m 5 . 0 3 4  m

9 . 2 3 2  m 1 3 . 5 6 4  m

G 1 , G 2 間床 版

G 2 , G 3 間床 版

張 出 床版 R 7 ～ R 1 1

張 出 床版 L 7 ～ L 1 1

箇   所 延   長  ( m )

箇   所 延   長  ( m ) 箇   所 延   長  ( m )

G 1 , G 2 間床 版

G 2 , G 3 間床 版

張 出床 版 R 1 2 ～ R 1 6

張 出床 版 L 1 2 ～ L 1 6

G 1 , G 2 間床 版

G 2 , G 3 間床 版

張出 床版 R 1 7 ～ R 2 2

張出 床版 L 1 7 ～ L 2 2

計

計 計

L 1 2 ～ L 1 6

R 1 2 ～ R 1 6

L 1 7 ～ L 2 2

R 1 7 ～ R 2 2

1

1

1

1

断面 修 復範 囲

床版 補修 図  ( 2 ) 図　 示

上 　 田

岡 　 谷

男 女 倉 大 橋 　床 版 補 修 図  ( 2 )

床 　版 　 下 　 面

新和田トンネル有料道路橋梁補修工事

小 林 鈴木 佐藤

実 施 図



長 野 県 道 路 公 社

新 和 田 ト ン ネ ル 有 料 道 路

小県 郡長 和 町和 田（ 男女 倉 大橋 ）

宮島 　康 彰
設 計 会社

測 量 会社

調 査 会社

管 理技 術 者

照 査技 術者

主 任技 術者

主 任技 術者

照
査

設
計

所
長

課
長

縮
尺

番
号

工 事

株 式 会 社
長 　 　 姫

平成 　 2 3  年 度

森脇 　修 郎

1 4
8

溶融亜鉛めっき

1.74

8

六角ボルト,テーパー座金

全　　重　　量　　　　   　   　        　　(kg)

一    般    外    面    の    防    食    処    理

ス  テ  ン  レ  ス  板

アンカーボルト,ナット

9

10

207.2

S35CN

SUS316

4 5.1

1 1.6

サ  イ  ド  ブ  ロ  ッ  ク7

6

ゴ  ム  プ  レ  ー  ト

シ  ー  ル  リ  ン  グ

5

4

4 0.8

2 6.9

クロロプレンゴム

クロロプレンゴム

1 0.1

1 0.6

JIS  B  1180

1種  中  M24

260x2x386

JIS  B  1181

圧縮リング付

61

177

177

30

120

0.10f設   計   摩   擦   係   数

1 下　　　　　　　　　沓

中  間  プ  レ  ー  ト

上　　　　　　　　　沓2

3

部    品    名    称部番

材　料　表

52.41

SM490A

SS400

47.21

1 6.6

個数材　質 重量 (kg)

摩        擦        係        数

全   移   動   可   能   量 e

（移動時）

（地震時）

（地震時）

（地震時）

移              動             量

橋 軸 直 角 方 向 水 平 力

上          揚          力

橋  軸  方  向  水  平  力

橋  軸  方  向  水  平  力

H2eR

V

H1f

H1eR

R

備　　考

mm

kN

kN

kN

kN

608

295

反                             力

全          反          力

死    荷    重    反    力

設 計 条 件

Rd

R

kN

kN

11

滑        り        板 PTFE 1 0.3

(      ) SS400
3.2 25

43 PTFE

6

（圧縮リング付）

クロロプレンゴム5 クロロプレンゴム

中間プレートに接着

B

断面ABCD

D

±
4

C1
2

C
A

1
25 3.2

接続部は橋軸直角方向に

向けてセット

9

8

4-M20

ネジ深25

表面処理

圧縮リング テーパー座金付（SS400）

六角ボルト    中   M24 x      8.8

六角ボルト    中   M20 x 45   8.8

S35CN10

表面処理

2-22キリ

SCW480N又はSM490A7
25

1.6

SUS31611

6.3

(            ) SM490A

2

25
2

1.66.3

ネジ深40

4-M24

          (            ) SCW480N

SCW480N

JIS  B  1180

JIS  B  1256

平座金付

六角ボルト,座金

付着量550g/m2 以上,350g/m2 以上（ボルト類）

25

上面は、不めっき処理のこと

25
 SM490A12

下面及び立上り30mmは、不めっき処理のこと

A1

MM

配 置 図

A2

注2）9六角ボルト,テーパー座金、10アンカーボルト,ナット、

注1）○印は溶融亜鉛めっき処理のこと。

橋軸直角方向 橋 軸 方 向

13

2

7

8

6

1

3

12

10

9

8

6

25
 SM490A13

4-27キリ

13

12 ベ ー ス プ レ ー ト

ソ ー ル プ レ ー ト SM490A

SM490A 1

1 24.0

59.9
A2

4-30キリ

支　承　詳　細　図

A2

A2

SM490A

SCW480N又は

12ベースプレート、13ソールプレートは現場実測後決定のこと。

M24

P1 P2

F M

注3）（　　）内はA2を示す。

A1（    ）

（    ）A1

A1（    ）
220

160 7

5

1
4

5

2
5
0

1
6
2

2
2

1
4
0

1
4

560

660

430

530

60

260

410

1
0

3
9
0

1
0

7
5

2
6
0

7
5

2
6
0

4
1
0

160

260

4
5

5
5

2
5
0

3
0
5

5
0

3
x
5
0
=
1
5
0

1
9

41.6

φ25

1
6
0

2
2
0

260

410

2
2
.
6

5
1
.
4

3
7

2
5

6
1

1
5

7
6

2
2
3

220

270

330

370

3
7
0

3
0

6
5

1
0
9

6

φ210

5 40 280 40 5

φ210

1
4

3
0 3
6

2
9

6
5

80

140

φ
=1
90

φ
=1
90

4

1
0 2
.
8

2
7
.
8

φ203

φ209
80

140

2
0

3
0

8
0

63 25

88

430

6
6
0

530

5
6
0

2
2

φ
=1
1

φ
=17

φ
=2
03

R=
1
85

R=
13
5

R=
10
5

φ
=8
2

φ
=8
0

R=0.5

R=
0.
5

R=
10

C2

R=
35

R=
10

45
°

C5

4

5

2
5

3.2

3.
2

25

25

25

2
5

2
5

25

注4）支承固定後、不メッキ部及び溶接部は素地調整を行い常温亜鉛メッキ塗装を行う。

支承 詳細 図 図　 示

50 4.2

6

7.8

5
0

φ
=2
6

橋 梁 修 繕

小 林 鈴木 佐 藤

実 施 図
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1 4
9

支 　 承　 取　 替 　 工

A1

断　面　図

G3

G2

G1

 A1　平面図  A2　平面図 

G3

G2
G1

支承位置図 

G3

G2

G1
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0

5
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0

5
0

5
0

50

530

43050

750

支承取替工

支承取替工

支承取替工

A2

支承取替工

支承取替工

支承取替工
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(850)

(850)

(850)

(850)

(850)

(850)

補強鉄筋 D13@150

補強鉄筋 D13@150

補強鉄筋 D13@150

補強鉄筋 D13@150 補強鉄筋 D13@150

S=1:30

S=1:30S=1:30

 A1　側面図 S=1:30  A2　側面図 S=1:30

(仮受点補強) (仮受点補強)

補強材断面図
(仮受点補強)

S=1:5

支承 取替 工 図　 示

120 12 12 120

5
0

5
8

1
0
8

1
2 1
0

1
3
0

t=10
腹板

66

支点上構造高表

G1 G2 G3 G1 G2 G3

路面高 1,220,129 1,219,985 1,219,819 1,227,534 1,227,335 1,227,136

舗装 50 50 50 50 50 50

床版 210 210 210 210 210 210

ハンチ 54 85 94 109 85 61

桁高 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100

下Flg 16 16 13 16 16 13

SolePL 37 37 37 37 37 37

沓 162 162 162 162 162 162

沓座 96 95 97 95 95 98

合計 2,725 2,755 2,763 2,779 2,755 2,731

橋座高 1,217,404 1,217,230 1,217,056 1,224,755 1,224,580 1,224,405

S2(A2)S1(A1)

補修足場の設置

調査計測

補強材製作

補強材取付

反力受替(ジャッキアップ)

沓座コンクリートはつり

支承撤去,SolePL撤去

SolePL取付,支承据付

沓座鉄筋組立

沓座型枠設置

沓座モルタル打設

沓座型枠撤去-仕上げ

反力受替(ジャッキダウン)

現場補修塗装

補修足場の撤去

アンカーボルト孔　削孔

アンカーボルト設置

養生

備考

当初設計の
数値の引用

当初設計の
数値の引用

H 1 D13 650 36 0.995 0.647 23

記号 径 長　さ 単位重量本数 摘　 要1本当重量 重 　量

沓座補強鉄筋 6箇所分

H 2 D13 900 30 0.995 0.896 27

50 kgD13SD345

仮受点補強

仮受点補強

仮受点補強 仮受点補強

仮受点補強

仮受点補強

注　記

　　1、構造高表は昭和52年の設計時の設計図の引用である。

　　2、伸縮装置表面の舗装材は除去した高さで路面高の管理を行う。

　　3、橋台の鉄筋および橋座拡幅の取付ボルトは切断しないこと。

　　4、諸寸法は、現地計測行い、製作に反映させる。

橋 梁 修 繕

小林 鈴木 佐 藤

実 施 図
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新 和 田 ト ン ネ ル 有 料 道 路

小県 郡長 和 町和 田（ 男女 倉 大橋 ）
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測 量 会社

調 査 会社
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照 査技 術者

主 任技 術者

主 任技 術者

照
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長
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長
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工 事

株 式 会 社
長 　 　 姫
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1 4
1 0

止水 ゴ ムパ ッキ ン設 置 B o l t 間隔

止 水ゴ ム パッ キン 設 置 B o l t 間 隔

設
置

用
金

具

設
置

位
置

設
置

用
金

具

設
置

位
置

設
置

用
金

具

設
置

位
置

設
置

用
金

具

設
置

位
置

設 置用 金具 水 平間 隔

設置 用 金具 水平 間隔

排 水パ イ プ 2 5 A x 3 0 0 ( C R )

支 持 金具 設 置間 隔

支 持金 具 設置 B o l t 間 隔

止水 ゴム パ ッキ ン 延長

支 持金 具 設置 間 隔

支持 金 具設 置 B o l t 間 隔

乾 式 止水 材延 長

男 女 倉 大 橋  伸縮 装 置 非 排 水 参 考 図 ( 1 ) S  =  1 /  2 0

A 1 橋 台

  1 . 特 記 なき 鋼材 の材 質 は全 て S S 4 0 0 と する 。

注 記）

  3 . ※ 2印 部 材は 現場 溶 接で ある ので 熱 影響 部の 既 設塗 装の 剥離 を 行っ

  2 . ※ 1印 部 材は 全て 溶 融亜 鉛メ ッキ を 施す 。付 着 量は J I S  H 8 6 4 1  H D Z 5 5

  　 ( 5 5 0 g / m 2 ) とす る 。た だし ボル ト 類は H D Z 3 5 ( 3 5 0 g / m 2 ) と す る。

    て 溶 接し 、溶 接後 は 既設 塗装 系に 合 わせ て現 場 塗装 を行 う。

    部 材 は無 機ジ ンク リ ッチ プラ イマ ー 塗布 をし て 現場 搬入 とす る 。

  4 . 施 工 前に は現 地調 査 を行 い、 寸法 等 の確 認を 行 なう こと 。

  5 . 導 水 先は 現地 実測 後 決定 する こと 。

設 置 用金 具 a

防塵 フ ォー ム

B

B

乾 式止 水 材  T y p e - 1 7 5 特

L = 8 . 6 6 5 m

A

A
支 持金 具側 ： 1 4 x 3 0 横 長孔

設置 用金 具 側： M 1 2 タ ッ プ孔

防 塵 フォ ーム

シ ーリ ン グ材

変 成シ リ コン 系

設置 用 金具

F B  6 5 x 1 2

支 持金 具

P L  1 3 4 x 6

B o l t  M 1 2 x 4 0

( φ 1 4 孔 )

止水 ゴム パッ キ ン  Y N - 1 0 0

L = 8 . 7 1 0 m

端 部 ジャ バラ 蓋

タイ プ - S ( E P D M )

端 部ジ ャ バラ 蓋

タ イプ - S ( E P D M )

E J - 1 側

E J - 1 側

E J - 2 側

E J - 2 側

A1 A2

撤去 部材

P L  6 5 x 6 x 8 5 0 0 ( S U S 3 0 4 )

撤去断面図

E J - 1 側 E J - 2 側

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  5 6 0※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 * 1 3 5 9※ 1

 4 - P L   1 3 4 * 6 * 1 1 9 5※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 * 1 3 6 1※ 1

 1 - F B   6 5 * 1 2 *  5 6 0※ 2

 1 - F B   6 5 * 1 2 * 1 3 5 9※ 2

 4 - F B   6 5 * 1 2 * 1 1 9 5※ 2

 1 - F B   6 5 * 1 2 * 1 3 6 1※ 2

 1 - F B   2 5 * 6 *  5 6 0※ 1

 1 - F B   2 5 * 6 * 1 3 5 9※ 1

 4 - F B   2 5 * 6 * 1 1 9 5※ 1

 1 - F B   2 5 * 6 * 1 3 6 1※ 1

2 8 - B N  M 1 2 * 4 5 ( 1 - W , 1 - S W 付 ) ( 全ね じ )※ 1

5 8 - B o l t  M 1 2 * 4 0 ( 1 - U N , 1 - W 付 )※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  5 7 9※ 1  1 - F B   6 5 * 1 2 *  5 7 9※ 2  1 - F B   2 5 * 6 *  5 7 9※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  5 7 4※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 * 1 3 5 9※ 1

 4 - P L   1 3 4 * 6 * 1 1 9 5※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 * 1 3 6 1※ 1

 1 - F B   6 5 * 1 2 *  5 7 4※ 2

 1 - F B   6 5 * 1 2 * 1 3 5 9※ 2

 4 - F B   6 5 * 1 2 * 1 1 9 5※ 2

 1 - F B   6 5 * 1 2 * 1 3 6 1※ 2

 1 - F B   2 5 * 6 *  5 7 4※ 1

 1 - F B   2 5 * 6 * 1 3 5 9※ 1

 4 - F B   2 5 * 6 * 1 1 9 5※ 1

 1 - F B   2 5 * 6 * 1 3 6 1※ 1

2 8 - B N  M 1 2 * 4 5 ( 1 - W , 1 - S W 付 ) ( 全ね じ )※ 1

5 8 - B o l t  M 1 2 * 4 0 ( 1 - U N , 1 - W 付 )※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  5 6 6※ 1  1 - F B   6 5 * 1 2 *  5 6 6※ 2  1 - F B   2 5 * 6 *  5 6 6※ 1

 1 - 乾 式止 水材   T y p e - 1 7 5 特 * 8 6 6 5

 1 - 止 水ゴ ムパ ッキ ン   Y N - 1 0 0 * 8 7 1 0 ( E P D M )

 2 - 端 部ジ ャバ ラ蓋   タ イプ - S ( E P D M )

 1 - 排 水パ イプ   2 5 A x 3 0 0 ( C R ) [ 止水 ゴム 付」

 1 - 排 水パ イプ   2 5 A x 5 0 0 0 ( C R ) [ 導 水用 」

 1 - 排 水パ イプ 継手 管   φ 2 5 x 7 0 ( S U S 3 0 4 T P ) [ 導 水用 」

 2 - 排 水パ イプ 継手 バ ンド   ( S U S 3 0 4 ) [ 導水 用 」

 1 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x  5 6 0

 2 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x 1 3 5 9

 8 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x 1 1 9 5

 2 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x 1 3 6 1

 1 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x  5 7 9

 1 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x  5 7 4

 1 - 防 塵フ ォー ム    2 1 8 x 2 7 3 x 5 5 3

 1 - 防 塵フ ォー ム    2 1 8 x 2 7 5 x 5 5 3

 1 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x  5 6 6

支 持金 具 側： 1 4 x 3 0 横長 孔

設 置用 金具 側 ： M 1 2 タッ プ 孔

    w e b 遊 間に つい ては 腐 食が 激し い ため ケレ ン及 び 塗装 完了 後 に計 測を

    行 な うこ と。
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伸 縮 装 置 非 排 水

　 　 　 参 考 図 ( 1 )

A - A 断面図 S = 1 / 5

E J - 1 側 E J - 2 側

乾式 止水 材

T y p e - 1 7 5 特

三角 シ ーリ ング

変 成シ リ コン 系

接着 剤塗 布

変成 シリ コ ン系

止水 ゴム パ ッキ ン

Y N - 1 0 0 ( E P D M )

7 . 0 0 0  %

三 角シ ー リン グ

変 成シ リ コン 系

接着 剤 塗布

変成 シ リコ ン系

止水 ゴ ムパ ッキ ン

Y N - 1 0 0 ( E P D M )

乾式 止水 材

T y p e - 1 7 5 特

7 . 0 0 0  %

B - B 断面図 S = 1 / 5

E J - 1 側 E J - 2 側

防塵 フォ ー ム

乾 式 止 水 材 詳 細 図 S = 1 / 5

T y p e - 1 7 5 特

端 部 ジ ャ バ ラ 蓋 詳 細 図

端 部ジャバ ラ 蓋

タイ プ - S ( E P D M )

止 水層

挙動 吸収 層 B

防 塵層

挙動 吸 収層 A
支柱 層
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支 持 金具詳細図 S = 1 / 3

5 5 0 - 3 0 0

B o l t  M 1 2 x 4 0
( 1 - U N , 1 - W 付 )

B N  M 1 2 x 4 5 ( 全ね じ )

( 1 - W , 1 - S W 付 )

漏 水防 止材

設置 用金 具　 F B  6 5 x 1 2
M 1 2 用 タッ プ孔

5 5 0 - 3 0 0

 点溶 接

押 さえ 金 具
F B   2 5 x 6

支持 金 具
P L  1 3 4 x 6

止 水 ゴ ム パ ッ キ ン 詳 細 図 S = 1 / 3

Y N - 1 0 0

漏 水 防止 材

排 水 パ イ プ 詳 細 図

排水 パ イプ

2 5 A x 3 0 0 ( C R )

排 水 ゴ ム 管 継 手 詳 細 図
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防 塵 フ ォ ーム詳細図 S = 1 / 1 0

製 作 幅 = 最 大寸 法 + 1 0 m m = 2 1 8 m m

乾 式 止 水 材端 部詳細図 S = 1 / 1 0

設 置 用 及 び 支 持 金具切り 欠き詳細図 S = 1 / 1 0
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ゴム 管バ ン ド

排 水 パイ プ

継 ぎ手 S U S 管

外 径φ 2 5 x 1 0 0

導 水 用ゴ ム管 　 2 5 A x 3 . 0 m

( 止 め金 具　 2箇 所 ）

橋 梁 修 繕

実 施 図

小 林 鈴 木 佐 藤
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止水 ゴム パッ キ ン設 置 B o l t 間隔

排 水 パイ プ 2 5 A x 3 0 0 ( C R )

設置用金具水平間隔
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支 持金具 設置間 隔

支 持金具 設置 B o l t 間隔

乾 式止水 材延長

支 持金具 設置間 隔

支持 金具設 置 B o l t 間隔

止水 ゴムパ ッキン 延長

端 部 ジャ バラ 蓋
タ イプ - S ( E P D M )

端部 ジャ バ ラ蓋

タイ プ - S ( E P D M )

A

A

シー リン グ材

変成 シリ コ ン系

設 置用 金 具

F B  6 5 x 1 2

支 持金 具

P L  1 3 4 x 6

B o l t  M 1 2 x 4 0

( φ 1 4 孔 )

A 2 橋 台

配　置　 図
施 工位 置

A1 A2

乾式 止 水材  T y p e - 1 7 5 特

L = 8 . 7 0 4 m

止 水ゴ ムパ ッキン  Y N - 1 0 0

L = 8 . 7 1 6 m

支 持 金具 側： 1 4 x 3 0 横長 孔

設 置用 金具 側： M 1 2 タッ プ孔

支持 金具 側 ： 1 4 x 3 0 横 長孔

設 置 用金 具側 ： M 1 2 タ ップ 孔

E J - 3 側

E J - 3 側

E J - 4 側

E J - 4 側

止 水 ゴム パッ キ ン設 置 B o l t 間 隔

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  5 8 7※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  6 3 0※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  8 9 5※ 1

 5 - P L   1 3 4 * 6 * 1 1 9 5※ 1

 1 - F B   6 5 * 1 2 *  5 8 7※ 2

 1 - F B   6 5 * 1 2 *  6 3 0※ 2

 1 - F B   6 5 * 1 2 *  8 9 5※ 2

 5 - F B   6 5 * 1 2 * 1 1 9 5※ 2

 1 - F B   2 5 * 6 *  5 8 7※ 1

 1 - F B   2 5 * 6 *  6 3 0※ 1

 1 - F B   2 5 * 6 *  8 9 5※ 1

 5 - F B   2 5 * 6 * 1 1 9 5※ 1

2 9 - B N  M 1 2 * 4 5 ( 1 - W , 1 - S W 付 ) ( 全 ね じ )※ 1

5 8 - B o l t  M 1 2 * 4 0 ( 1 - U N , 1 - W 付 )※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  5 5 2※ 1  1 - F B   6 5 * 1 2 *  5 5 2※ 2  1 - F B   2 5 * 6 *  5 5 2※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  5 4 9※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  6 3 0※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  8 9 5※ 1

 5 - P L   1 3 4 * 6 * 1 1 9 5※ 1

 1 - F B   6 5 * 1 2 *  5 4 9※ 2

 1 - F B   6 5 * 1 2 *  6 3 0※ 2

 1 - F B   6 5 * 1 2 *  8 9 5※ 2

 5 - F B   6 5 * 1 2 * 1 1 9 5※ 2

 1 - F B   2 5 * 6 *  5 4 9※ 1

 1 - F B   2 5 * 6 *  6 3 0※ 1

 1 - F B   2 5 * 6 *  8 9 5※ 1

 5 - F B   2 5 * 6 * 1 1 9 5※ 1

2 9 - B N  M 1 2 * 4 5 ( 1 - W , 1 - S W 付 ) ( 全 ね じ )※ 1

5 8 - B o l t  M 1 2 * 4 0 ( 1 - U N , 1 - W 付 )※ 1

 1 - P L   1 3 4 * 6 *  5 9 1※ 1  1 - F B   6 5 * 1 2 *  5 9 1※ 2  1 - F B   2 5 * 6 *  5 9 1※ 1

 1 - 乾 式止 水材   T y p e - 1 7 5 特 * 8 7 0 4

 1 - 止 水ゴ ムパ ッキ ン   Y N - 1 0 0 * 8 7 1 6 ( E P D M )

 2 - 端 部ジ ャバ ラ蓋   タ イプ - S ( E P D M )

 1 - 排 水パ イプ   2 5 A x 3 0 0 ( C R ) [ 止水 ゴム 付」

 1 - 排 水パ イプ   2 5 A x 5 0 0 0 ( C R ) [ 導 水用 」

 1 - 排 水パ イプ 継手 管   φ 2 5 x 7 0 ( S U S 3 0 4 T P ) [ 導 水用 」

 2 - 排 水パ イプ 継手 バ ンド   ( S U S 3 0 4 ) [ 導水 用 」

 1 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x  5 8 7

 2 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x  6 3 0

 2 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x  8 9 5

1 0 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x 1 1 9 5

 1 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x  5 5 2

 1 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x  5 4 9

 1 - 防 塵フ ォー ム    2 3 8 x 2 7 3 x 5 8 4

 1 - 防 塵フ ォー ム    2 3 8 x 2 7 5 x 5 8 4

 1 - 漏 水防 止材   6 5 x 1 0 x  5 9 1

6 . 0 0 0  %

6 . 0 0 0  %

  1 . 特 記な き鋼 材の 材 質は 全て S S 4 0 0 とす る。

注記 ）

  3 . ※ 2印 部材 は現 場 溶接 であ るの で 熱影 響部 の 既設 塗装 の剥 離 を行 っ

  2 . ※ 1印 部材 は全 て 溶融 亜鉛 メッ キ を施 す。 付 着量 は J I S  H 8 6 4 1  H D Z 5 5

  　 ( 5 5 0 g / m 2 ) と す る。 ただ しボ ル ト類 は H D Z 3 5 ( 3 5 0 g / m 2 ) と する 。

    て 溶接 し、 溶接 後 は既 設塗 装系 に 合わ せて 現 場塗 装を 行う 。

    部 材は 無機 ジン ク リッ チプ ライ マ ー塗 布を し て現 場搬 入と す る。

  4 . 施 工前 には 現地 調 査を 行い 、寸 法 等の 確認 を 行な うこ と。

  5 . 導 水先 は現 地実 測 後決 定す るこ と 。

    w e b 遊間 につ いて は 腐食 が激 し いた めケ レン 及 び塗 装完 了 後に 計測 を

    行 なう こと 。
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男 女 倉 大 橋  伸 縮装 置 非 排 水 参 考 図 ( 2 ) S  =  1 /  2 0

図 　示
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伸 縮 装 置 非 排 水

　 　 　 参 考 図 ( 2 )

乾 式 止 水 材 詳 細 図 S = 1 / 5

T y p e - 1 7 5 特

端 部 ジ ャ バ ラ 蓋 詳 細 図

端部 ジャ バラ 蓋

タ イプ - S ( E P D M )

止 水 層

挙 動吸 収層 B

防 塵 層

挙 動吸 収 層 A

A - A 断面図 S = 1 / 5

EJ-3側 EJ-4側

B - B 断面図 S = 1 / 5

EJ-3側 EJ-4側

支 柱層

乾式 止 水材

T y p e - 1 7 5 特

三 角 シー リン グ

変 成 シリ コン 系

接着 剤塗 布

変成 シリ コ ン系

止 水ゴ ムパ ッキ ン

Y N - 1 0 0 ( E P D M )

7 . 0 0 0  %

三角 シー リン グ

変成 シリ コン 系

接 着剤 塗布

変 成シ リコ ン系

止 水ゴ ムパ ッ キン

Y N - 1 0 0 ( E P D M )

乾 式止 水材

T y p e - 1 7 5 特

7 . 0 0 0  %

防 塵フ ォー ム
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止 水 ゴ ム パ ッ キ ン 詳 細 図 S = 1 / 3

Y N - 1 0 0

漏 水 防止 材

排 水 パ イ プ 詳 細 図

排水 パ イプ

2 5 A x 3 0 0 ( C R )

5 5 0 - 3 0 0

B o l t  M 1 2 x 4 0
( 1 - U N , 1 - W 付 )

B N  M 1 2 x 4 5 ( 全 ねじ )

( 1 - W , 1 - S W 付 )

漏 水 防止 材

設 置用 金具 　 F B  6 5 x 1 2
M 1 2 用タ ップ 孔

5 5 0 - 3 0 0

 点 溶接

押さ え 金具
F B   2 5 x 6

支 持 金具
P L  1 3 4 x 6

支 持金具詳 細 図 S = 1 / 3

排 水 ゴ ム 管 継 手 詳 細 図
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防 塵 フ ォ ーム詳細 図 S = 1 / 1 0

製 作 幅 = 最 大 寸 法 + 1 0 m m = 2 3 8 m m
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